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論文内容の要旨

本論文は，初期不整を有する板の突合せ溶接で生じる面外変形の生成機構を明らかにすることを目的としている。

板の幾何学的条件や溶接諸条件が変化する中での生成機構の普遍性を示すと共に，面外変形の予測手法を提案してい

る。本論文は，次の 7 章により構成されている。

第 1 章は緒論であり，本研究め背景，溶接変形問題に対ずる既往の研究，論文の構成を述べている。

第 2 章では，本研究を行うに際し，新たに開発した熱弾塑性大たわみ解析プログラムの妥当性を検討している。妥

当性の検討は，解析解，既存の面内微小変形プログラムの計算結果および実験結果と新たに開発しだプログラムで計

算した結果とを比較することで行われている。

第 3 章では，溶接で生じる面外変形に影響を及ぼす因子を明らかにするため，まず，鋼板製造時に生じる初期不整

(残留応力，たわみ)が溶接で生じる面外変形，残留応力・塑性ひずみに及ぽす影響を明らかにしている。なお，初期

不整は板全体に不適合ひずみをランダムに分布させ，固有応力解析を行い，板に自己平衡な初期不整を理想的な形で

再現させている。

第 4 章では，初期不整の中で初期たわみが溶接で生じる面外変形に大きく影響を及ぽすことが第 3 章で明らかにさ

れているので，たわみ形状を種々変化させ一連の解析を行い，その結果を基本として溶接で生じる面外変形を詳細に

考察している。そして，面外変形の生成機構を明らかにしている。

第 5 章では，溶接速度，入熱量および初期たわみの最大値を変化させて解析を行い，その結果を基本として，第 4

章で明かにした面外変形の生成機構の普遍性を示している。

第 6 章では，第 5 章と同様の検討を実験により行い，面外変形生成機構の普遍性を示している。実験では，初期た

わみが溶接線方向にある場合と溶接線直角方向にある場合を対象としている。なお，初期たわみはロール曲げ加工に

より機械的方法により付与している。

第 7 章では結論として本研究で得られた諸結果をまとめると共に，面外変形の予測手法を提案している。
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論文審査の結果の要旨

溶接構造物の製造過程において溶接変形の防止と矯正は主要な課題であるが，未だ熟練技能者の経験に依存すると

ころが少なくない。そこで本論文は，初期不整を有する板の突合せ溶接で生じる面外変形の生成機構を明らかにし，

面外変形の予測手法を提案することを目的としている。

本論文は，熱弾塑性大たわみ解析プログラムを開発し，これを用いて様々な初期不整の下で熱弾塑性大たわみ解析

を行い，得られた面外変形を詳細に考察することにより面外変形の生成機構を明かにしている。そして，これの妥当

性を実験により確認，予測手法へ展開している。その成果は次の通りである。

(1) 横断面における中立軸と熱源の位置関係により面外変形の方向が決り，熱源が中立軸の上にあると変形は凹

に，下にあると凸になることを明らかにしている。

(2) 初期たわみの形状と大きさによって決る中立軸から熱源までの距離と曲げ剛性の相対関係により面外変形の大

きさが決まることを明らかにし，限られた条件については定式化している。

以上のように，本論文は，溶接構造物の製造過程において課題とされている溶接変形の生成機構とその予測を工学

的に体系化したもので，溶接構造学，土木構造学の進歩に寄与するところが大きい。よって本論文は，博士論文とし

て価値あるものと認める。




